
ア
メ
リ
カ
に
於

け

ろ
市
場

調
査

の
若

干
例

相

澤

正

美

D

市
場
調
査
の
意
義

(

119

市

場

調

査

(
嵐
鴛
冨

寓
胃
σq

閑
霧
①
籠

魯

・
団
霧
①
再

魯

置

嵩
鴛
冨

菖
昌
σq
)

と

市
場

分
析

(
目
鴛

犀
暮

浮
昌
鑑
場
冨
)

と

は

し
ば

し
ば

同

一

覗

せ
ら

れ

、
叉

時

に
は
囁

別

さ
れ

て

い

る
。
今

之

れ

に
關

す

る
解

繹

の
二

三
を
學

ぐ

れ
ば

、

ア

メ
リ

カ

ン

・
マ
ー

ケ
ッ

テ

ン
グ

・
ア

ツ
ソ

シ
土

ー

シ

ヨ

ン
は

、

「
市
場

調
査

と
は
財

貨

及

サ

ー
ビ

ス
が

生

産

者

か
ら

消

費
者

へ
の
販

費

叉

は

移
韓

に
關

す

る

一
切

の
問

題

を

研

究
す

る
事

で
あ

る
」

と
規

定

し

て
い

る

に
封

し

て
、

リ

ン
ド

ン
ブ

ラ
ウ

ン

(
∪
ド

目
覧
轟

o
嵩

冨
円
o
ぞ
昌
)

博

士

は
、

「
市

場

調

査

と

は
市

場

及

配

給

型

式

に
關

し

て
、
廣

汎

な

一
般

的
方

法

で
科

学

的

に
研

究
す

る
事

で
あ

る

」
と

漠

然

と

定

義

し
て

い
る

。
ブ

ラ

ン
ケ

ン

シ
ツ
ブ

(
頃
冒
揮
匠
o
昌
の
ぼ
喝
)
は

、

「
市
場

調
査

と

は
、

配
給

に
關

す

る

如

何
な

る
專
柄

で
も

調

査

す

る
事

で
あ

る

。
そ

の
手

法

は
極

め

て
廣

く

、

見

本

摘

出

研
究

や

、
経
濟

的

研
究

、
統

計

的
研

究

、

分
類

的

研

究

技

術

的

研
究

、
職

制

研
究

及

計

理

研
究

等

を

も
包

含

す

る
も

の

で
あ

る
」

と

之

れ
は

又
仔

細

に
規

定

し

て

い

る
。
而

し

て
市
場

分

析

に
關

し

て
は

、

さ

き

の
リ

ン
ド

ン
ブ

ラ
ウ

ン
博
士

は
、

「
市

場

分
析

と

は

特

定

の
商

品

又

は

サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、
市

場

及

配
給

型
式

を

科

学

的

に
研

究
す

る
事

で
あ

る
」
と

定
義

し

て
を

り

、
市

場
調

査

と

の
相

違

を

一
般

的
商

品

と
特

定

商

品

と

に
求

め

て

い
る
。

更

ら

に

ハ
イ
デ

ン
グ

ブ
イ

ー

ル
ド

(
国
Φ
宣
ぎ
碧

自
o
剴

)

は
、

「
市

場

分
析

と

は

、

ア
メ
o
カ
に
於
け
ろ
市
…腸
調
査

の
若
干
例
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120

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

人

々
の
購
買
意
欲
と
購
買
能
力

の
測

定
、
並
び
に
財
貨
を
市
場

に
於

い
て
人

々
に
利

用
せ
し

め
得

る
効
果
的
な
市
場
型
式

の
評
便

に
關
す

る
手
練

き
で
あ

る
」
と
表
現
し

て
い
る
。

要
す

る

に
、
市
場
調
査
は
市
場

の

一
般
的
傾
向

、
即

ち
景
氣

の
回
韓

・
消
費

の
動
向

・
流
行

の
攣
遜

・
需
要

の
消
長
等

に
關
し

て
の
研

究

で
あ
り
、
市

場
分
析

の
場
合

に
は
更
ら

に
そ
れ
が
具
艦
化

さ
れ

て
特

定
商
品

叉
は
關
連
商
品

に
樹
す
る
有
効
需

要
測

定
と
考
う

べ
き
で

あ
ら
う
。

以
下

一
般
的
意
味
に
於
け
る
市
場

調
査

の
若
干
例

と
し

て
ア
メ
リ
カ
で
行

は
れ
た
も

の
に
つ
い
て
記
す
事
と
す

る
。

④

購

買

慣

習

に
關

す

る

例

(

国
o
送
o
嵐
蒔

①
屋

Ω
目
ロ
q
o
h
b
茸
霞
ざ
夢

の

調
査

に
よ
れ
ば
主
婦

の
五
〇
%
以
上
は

食
糧
品
を

一
つ
の
店

で
買
う
事
を
好

み
、
そ

の

上

一
週
間
分
を

一
度

に
ま
と
め

て
購

入
す
る
。
普
通
金
曜

又
は
土
曜

に
ス
ー
パ

ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利

用
し

て
購

入
し
、
多
く
は
自
ら
持

ち

節

る
が
、
約

四
分

の

一
程
は
配
達

を
依
頼
す

る
と

い
う
。

ス
ー
パ

ー

マ
ー
ケ
ツ
ト
の
原
則

と
し

て
は

現
金
持
麟
り
制
度
な

の
で
あ

る
が
、

最

近
は
消
費
者

の
希
望
を
容

れ
て
若

干
配
達
す

る
よ
う

に
な

つ
た

の
も
か

」
る
事
情

に
基

づ
く
も

の
で
あ
ら
う
。

之
等
主
婦

の
商
品
選
揮
は
七

六
%

が
新

聞
廣
告

に
よ
り
影
響

さ
れ
、

一
五
%
が

チ

ラ
シ
、

八

・
七
%
が

ラ
ジ

オ
、
と
言

は
れ

て
い
る
。

そ

し
て
約

四
〇
%

は
木
曜
日

の
廣
告

を
利
用
し
、
約

二
四

%
が
金
曜
を
利
用
す

る
と

い
う
。

蓋
し
週
給

の
場
合
金
曜
日
が

ぺ
ー
ヂ

ー
で
あ

る
事
を
思

い
合

せ
れ
ば
之

れ
は
當
然

で
あ
ら

う
。

次
ぎ

に
イ
リ

ノ
イ
大
学

の
調

査

に
よ
れ
ば
、
男

が
輩
猫

に
買
物

を
決
定

す

る
場
合

は
約

三
〇
%
で
あ
り
、
男
女
共
同

で
ー

多
く
は

夫

婦

と
思

わ
れ
る
が
・l
I
決
定
す

る
場
合

は

一
一
%

子
供

が
自
分

で
決
定

す

る
の
が
四
%

、
從

つ
て
淺
り

の
五
五
%
は
婦
入
輩
猫
i

そ

の
多
く
が
む
ろ
ん
主
婦

で
あ
ら
う
ー

で
決

定
す

る
と
い
う
。
之

れ
は

一
般

に
婦
人
が
買
物
を
決
定
す

る
場
合
が
八
〇
%
と
考

へ
ら
れ

て
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い
る

の
に
比

べ
る
と
意
外

に
低

い
と
註
繹

さ
れ

て
い
る
。

更
ら

に
買
物

決
定

の
場
合

、
家
族

の
誰

れ
か
に
依

つ
て
影
響

さ
れ
る
所
も
少
な
か
ら

す
、
殊

に
婦
人
が
衣
料
を
購
入
す

る
に
際

し
て
、

男
子

(
夫
)
か
ら
影
響
を
受

け
る
牽
が
少
な

く
も
全
艦

の
六
分

の

一
を
下
ら
ぬ
と

い
う
事
も
多
少
意
外

の
感
を
與

へ
ら
れ
る
。

恥
,
雑

誌

購

讃

調

査

(

121

ア
メ
コ
ヵ
に
於
け
る
廣

告
媒
艦

と
し

て

の
雑
誌

の
重
要
性

は
事
新
ら
し
く
読
く
迄

も
な
く
周
知

の
事

で
あ

る
。
試

み

に

一
九
四
七

年

に

投

ぜ
ら
れ
た
廣
告
費

の
内
雑

誌

の
分

は
四
四

二
百
万
弗
、
新
聞

は
三

一
一
百
万
弗

、
ラ
ジ
オ
が

二
二

一
百
万
弗
と
計
算

さ
れ
て
を
り

一
九

五
〇
年

に
於

て
も
雑

誌
が
四

一
七
百
万

弗
、
新

聞
が

三
六
二
百
万
弗
、

ラ
ジ

オ

一
七
九
百
万
弗
、

テ

レ
ビ
四
〇

百
万
弗

と
な

つ
て
い
つ
れ

も
首
位
を
占
め

て
い
る
。
む
ろ
ん
之

れ
に
は
雑

誌

廣

告

の
軍
償
が
新
聞

の
そ
れ

に
比
し
て
割
高

で
あ
る
事
を
考
慮

に
入
れ

ね
ば
な
ら
ぬ

が
、
よ
り
以
上
雑
誌

の
普
及
力
が
新
聞

よ
り
も
勝

つ
て
い
る
事

に
業
者

の
關
心
が
大
き

い
事
を
示
す

も
の
で
あ
ら
う
。

(
因

に
我
國

で
は

全
廣

告
費

の
内
約

八
〇
%
が
新
聞

に
投

ぜ
ら

れ
て
い
る
と
言

は
れ
る
。

叉
廣
告
費

の
全
國
民
所
得

に
樹
す

る
比
率

は

ア
メ
リ
カ

に
あ

つ
て

は

二

・
四
%

に
封

し
我
國

で
は
○

・
五
%
と

さ
れ
て
い
る
。
)

一
九
四
八
年

マ
ガ
ジ

ン

・
ア
ド
バ
タ
イ
ジ

ン
グ

・
ビ

ユ
ー

ロ
ー
が
全
米

の
都
市
村
落
を
通

じ
十
五
歳
以
上

の
男
女

に

つ
い
℃
難

誌
購
讃

の
調
査
を
し
た
。
そ

の
結
果
は

次
の
よ
う

で
あ

つ
た
。

助

ど

ん
な
も
の
に
せ
よ
雑
誌
を
護

ん

で
い
る
か
。
と

の
問

に
封

し
て
六
二
%
は
櫃
績
的
に
護

ん

で
い
る
と
答

へ
、
回
答
者

の
六
八
・

く
九
%

は
何
等
か

の
雑
誌
を
讃

ん

で
い
る
事
が
判
明
し
た
。

更
ら

に
之
れ
を
糧
績
的

に
讃

ん

で
い
る
か
否
か

を
年
齢
別

に
調

べ
た
結
果
三
十
歳

以
下

で
然

り
と
答

へ
た
者

が
六
八
%

・
否

と
答

へ
た

も

の
が
三

二
%
、
三
〇
ー
ー
四
四
歳

に
於

て
は
然
り
と
答

へ
た

の
が
六
四
%

・
否
が
三
六
%

、
四

五
歳
以
上

◎
は
然

り
が
五
四
%

・
否

が

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
市
一揚
調
査
の
若
手
・例
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122

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

四
六
%
と
な
り
年
齢

の
長
す
る

に
つ
れ

て
綴
績

的
購
讃

の
低

ド
を
示
し
た
。

蓋

し
老
年

暦

に
近

づ
く

に
つ
れ
根
氣

の
減
退

・
興

味

の

稀

薄

・
請
書
時
間

の
不
足
等
が
原
因

と
考

へ
ら

れ
る
。

次

い
で
敏
育
程
度
別

に
見

る
と
、
義
務
敏
育
終
了
程
度

の
者

の
内
、
然

り
が
四
四
%

・
否

が
五
六
%
な

る
に
劉

し
、

ハ
イ
ス
ク

ー
ル
卒

業

程
度

の
者

は
、
然
り
七
四
%

・
否
二
六
%
を

示
し
、
大
学
卒
業

程
度

の
者

は
、
然
り

八
六
%

・
否

一
四
%

と
な

つ
て
之

れ
は
学
歴

の
高

さ
と
購
讃

の
多
少
が
正
比
例
し

て
い
る
。
之

れ
か
ら
推

し

て
前

に
示

さ
れ
た
老
年
暦

に
近
づ
く

に
つ
れ
購
請

の
率
が
低
下
す

る

の
は
主
と

し
て
義

務
敏
育
絡
了
者

に
多
い
事
が
類
像

さ
れ
る
。

之
れ
を
牧
入
別

に
見

る
と
、
此
庭

で
は
そ

の
標
準
を
家
賃

に
求

め
て
い
る
が
、
月
四
〇
弗
以
上
支
梯

う
階
級

で
は
購
讃
者

七
九
%

・
三

〇

1

三
九
弗

の
階

級

で
は
六
七

%

・
三
〇
弗
以
下
で
は
五
四
%
と
逐
次
低

下

し
て
い
る
。
之

れ

に
つ
い
て
は
読
明
を
要

し
ま
い
。

粉

第

二

の
質
問
は
、
同
じ
内
容

の
も

の
を

雑

誌

で

讃

み
通
す
か
,
映
薔

で
見

る
か
、
そ
れ

と
も

ラ
ジ

オ
で
聞
く
か
、
と

い
う
も

の

く
で
、
之

れ

に
劉
す

る
回
答

を
先
づ
牧
入
別

に
見

る
と
、
映
書

で
見

る
と

い
う

の
が

上
暦
階
級

で
は

三
六
%
な

の
に
封

し

,
下
暦
階
級

で
は

四

六
%
を
示
し
、
反
封

に
雑

誌
で
讃

み
通
す

と

い
う

の
は
上
暦
階

級

で
五
〇
%

・
下
暦
階
級

で
は
二
二
%

ど
な

つ
て
い
る
。

年
齢
別
及
敏
育
別

に
上
述

の
質

問

に
樹
す

る
回
答
を
見

る
と

一
暦
興
味

が
深

い
。
即
ち
年
齢
別

で
は
三
十
歳
以
ド

で
は
㈹
映
書

で
見

る

が
、
五
八
%

㈲
雑
誌

で
讃
む
、
が
二
六
%

働

ラ
ジ

ォ
で
聴
く

が

一
〇

%

働

分
ら
な

い
が
六

%
と
な

つ
て
い
る
が
、
三
〇
ー

1
四
四

歳

で
は
勧

が
四
〇
%

、
㈲

が
三
二
%
、
㈲

が
二
四
%
、
㈹

が
四
%
と
な
り

、
四

五
歳
以
上

で
は
㈹
二
七
%
、
㈲

二
八
%
、
㈹

三
六
%

、
㈹

九
%
、
と
な

つ
て
、
年
齢

の
低

い
程
映
薔

で
間

に
合
は
せ
、
長
す

る
に
つ
れ
映
書

と
讃

書
と
相
孚

ぱ
し
て
來

る
事

が
判

る
、
た

貸
ラ
ジ

オ

の
嘉

取
率

が
年
齢

と
正
比
例

し
て
高
く
な

つ
て
い
る
の
は
老
年

に
な
る
に
つ
れ
外
出

の
機
会

が
減
す

る
も

の
と
見
む

れ
る
。

教
育
別

に
前
記
類
別
を
適
用
す
れ
ば
、
義
務
敏
育
絡
了
程
度

で
は
、
∩岡
が
三
九
%
、
働

が

一
九
%
、
㈲
　が
三
四
%
、
㈹
が
八
%
、

と
な

ラ

ラ

つ
て
を
り

、

ハ
イ

ス
ク
ー
ル
経
了
者

で
は
飼

が
四
八
%
、
Φ

が
三

一
%
、
㈲

が

一
七
%
、
◎

が
四
%
と
な
り

.
大
学
卒
業

程
度

に
な
る
と

◎
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123

㈹

二
九
%

、
h切
六

一
%
、
㈹

二
%

、
①

八
%
、
と
な

つ
て
、
雑

誌
で
讃

む
と

い
う
比
率
が
格

段

の
相
違
を
示
し

て
い
る
。
此
庭

で
も
興
昧

ノ」曳

(

あ

る
の
は

ラ
ジ

オ
賠

取
率

が
学
歴

の
高

さ
と
逆
比
例

し
て
い
る
事

で
あ
る
。
從

つ
て
老
年

に
近
づ
く

に
つ
れ

ヲ
ジ
オ
に
頼

る
と

い
う
前

の

事
實
は
主
と

し
て
教
育
程
度

の
低

い
者

に
多

い
事
が
う
か
が
わ
れ
る
。

①
,

第

三
の
質

問
は
讃
書

が
疲
勢

を
畳

え
さ
せ

る
か
ど
う
か

と
い
う
の
に
樹
し
て
、
然
り
と
答

へ
た
者
が
二
二
%
・
否
と
答

へ
た
者

は

(
七

六
%

、
不
明
が

二
%
と
な

つ
て
を
り

、
之
れ
を
牧
入
別

、
教
育
別

に
見

る
と
、
三
〇
弗
以
下

の
家

賃

支

彿

階

級
は

、
然
り

(
疲
勢

す

る
)

が

二

六
,%
、

否

(
疲
帥労
せ

ぬ

)

が
七

三
%

不

明

一
%

。

三

〇
弗
-

三

九

・
九

九

弗

の
支
…彿
階

級

で
は

然

り

が

唱
二

,%
、

否

が
七

五

%
、

不

明
四

%

、

と
な

り

、
四

〇

弗

以

上

の
支
梯

階

級

は

然

り

、

=

一%

、

否

八
七

%

、

不

明

一
%

と

な

つ

て
を

る
。

教

育
別

で

は
、
義

務

敦
育

絡

了

程
度

で
は
、

然

り

が

三
四

%

、

否

が
六

四

%

、
不

明

二
%

、

で
あ

る

に
封

し
、

ハ
イ

ス
ク

ー

ル
絡

了

程

度

で
は

、

然

り

二
〇

%
、

否

が

七

七

%
、
不

明
三

%

、

と
な

り

、

大

学

卒
業

程
度

で
は

、
然

り

が

二
%

、

否

が

九
八
%

、
不

明

○

と

な

つ

て
之

亦
順

當

の
結

果

を

示

し

て
い

る
。

　D

第

四

の
質

問

は
糠

績

し

て
讃

ん

で

い
る
者

に
封

し

て

の

み
の
質

問

で
あ

る
が

、
之

れ

は
記

事

を
讃

ん

で
知
識

を
得

る

の
と
、

挿

書

(
窩
眞

等

を

見

て
智

識

を

得

る

の
と

い
つ
れ

が

樂

し

い
か

、

と

い
う

の
で
あ

つ

て
、

之

れ

に
封

し

て
は

、

二
五
%

は
挿

縮

爲
眞

に
依

る
方

が

樂

し

い
と
箒

へ
、

三
七

%

は
記

事

を
讃

む
方

に
快

樂

を
求

め

、

三
八

%

は

双
方

共

に
と
答

へ
て

い

る

。

恥

最

後

の
質
問

は
雑

誌

を
購

讃

す

る
理
由

で
あ

つ

て
、
之

れ

に
は
㈹

實
際

的
智

識

の
獲

得

の
目
的

で

、
切

日
常

会

話

の
材

料

を
得

る

(

(

爲

、
㈲

智
識

の
接

大

(自

己

修
養

)
を
目

ざ

し

て
、
㈹

生
活

の
煩

雑

さ
か

ら

遁
れ

る
爲

、
回

娯

樂

叉

は
慰

安

と
し

て
、
働

精

棘

的

叉
は

道

徳

的
難

感

(
置

。。覧
3

寓
o
β
)

を
得

た

い
か
ら

、
な

ど
諸

項
目

を
提

示
し

て
そ

の

結

果

を
集

計

し
た

所

に

よ

る
と

、
㈹

が

=

一
%

、
㈲

が

=

二
%

、
㈲

が

二
七

%

,
働

も

=

二
%

、
㈲

三
〇

%

、
働

五
%

へ
と

な

り

、
之

れ

を

男
女

別

に
見

る

と
女

性

は
㈲

一
〇

%

、
㈲

一
三
%

、

ω

三

一
,%
、
働

一

一
,%
、
㈲

三
〇

,%
、
伯
一五
.%
、

で
あ

る
に
封

し
男

性

は
、
㈲

一
〇

,%
、
働

=

二
%

、
㈲

三

一
%

、
㈹

一
一
%

、

回

三
〇

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
市
揚
調
査

の
若
千
例
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商

學

討

究

第
四
巻

第

二
號

%

、
の

五
%

と
あ

つ

て
余
り

大

き

な
差

は

見

出

せ
な

い
。
た

穿

こ
の

三

つ
の
系

列

に
於

い
て
娯

樂

慰
安

が
常

に
上
位

を

肖

め

て

い
る
事

は

ア

メ

リ

カ
人

の
雑

誌
購

讃

傾
向

を

物
語

る
も

の

と
し

て
注

目

さ
れ

る

。

統

計

は

や

玉
古

い
が

一
九

四

三

年

に

レ
イ

デ

イ

ズ

ホ

ー

ム
・
ジ

ヤ

ー

ナ

ル
(
H
」ρ
山
一〇
訟
矯
}肖
O
目
Φ

q
O
昌
目
β
夢
一)
が

二
〇

三

一
〇

人

の
婦

人

に

つ

い

て

調

べ
た
事

が
あ

る
。
其

際

用

い
ら

れ
た

質

問

は

次

の
二

つ
で
あ

つ
た

。

　A

如

何

な

る
雑

誌

を
糧
績

的

に
讃

ん

で

い
る

か

。

XB

最

近

二

ヶ
月

以

内

に

レ
イ
デ

イ

ズ
・
ホ

ー

ム
・
ジ

ヤ

ー

ナ

ル
の
何

れ

か

(を

護

ん

だ

慕
が

あ

る
か

。

　A

に
封

し

て
は

五
八

八
三

人

(
二
九

、%
)
が

讃

ん

で

い
る

と
回
答

し

、

)

(

B

に
封

し

て
は

三

二
〇

二
人

(
一
五
、

七
%

)
が
讃

ん

だ

と
回

答

し
た

。

(即

ち

全
艦

で

九
〇

八

五

八
(
四

四

.
七

%
)
が
回

答

し
た

事

に
な

る

。
之

れ

を
職

種
別

、

地
匿
別

及

び

人

ロ
別

に
表

示

さ
れ

た

も

の
が
第

一
表
以

下

第

三

表

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

つ

て

レ
イ
デ

イ

ズ
・
ホ

ー

ム
・
ジ

ヤ

ー

ナ

ル

の
人

口
及

匠
域

別

普

及

朕

態

軌
職
業

別

購
讃

者

暦

等
を

知

り

得

て
、
軍

に
廣

告

主

に
限

ら

す
自

肚

の
螢

彙

方
針

に
も

大

き

な
示

唆

を

與

へ
ら

れ
た
事

に
な

る

。

た

憶
し

こ

の
資

料
は

十
年

以
前

の
も

の

で
あ

る

が
故

に
現
在

で
は

大

き

(第 一 表)職 種別購讃者比

購 讃 者敷 及 比率

2,180(43%)

2,298(45,5%)

2,430(47.5%)

2,177(42.9%)

9,085(44.7%)

被 質 問 者

5,069(100%)

5,054(7)

5,116(〃)

5,071(〃)

20,310( ∬ )

1.

2.

3.

4.

藥 店 從 業 員

食 糧 品店 從 業 員

百 貨 店 從 業 員

均 一 店 從 業 員

計

(第 二 表)地 域別購讃者比率

購 讃 者 敷 及 比 率

3,505(43.2%)

3,083'(44.4%)

19201(49」4%)

1,296(45.9%)

9,085(44.7%)

被 質 問 者

8,114(100e%)

6,940(〃)

2,432(r)

2,832L(〃)

20,310( ∬ )

 

部

部

部

部

北

北

 

央

東

中

南

西

L

且

a

塩

計
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(第 三 表)入 口別購讃者比率

購 讃 者 敷 及 比 寧

2,425(45.5%)

2.538(48.O%)

2.119(43.8%)

2.003(41.2%)

6.085(44.7%)

被 質 問 者

5,325(100%)

5。287(〃)

4.840(〃)

4.858(
_7)一

20.310( 〃 )

1.

2.

3.

4.

50万 以 上 の 都 市

10万 よvJ50万 迄

5万 よ リ ユ0万 迄

5万 以 下

計

(第 四 表)
な
憂
化
が
生
じ

て
い
る
事

で
あ
ら
う
と
思

は
れ

る
。

の

銘

柄

の

販

責

に

及

ぼ

す

影

響

(

銘
柄

負
W
養
謬
含
)
が
消
費
者

の
購
買

に
際

し
て
與

へ
る
影
響
の
大

な

る
事
は
改

め

て
読

く
迄

も
な

く

、
殊

に
そ
れ
が
最
寄
品

(
O
o
β
<
o
艮
o
昌
o
①
σq
o
o
留

)
の
場
合

に

一
暦
強
く
支

配
す

る
事
も
周
知

の

通
り

で
あ
る
。

一
九
四

八
年

に
ア
メ
リ
カ
の
主
婦

に
よ

つ
て
選
揮

さ
れ
た
食

料
品

の
銘
柄

の
比
率
を

示
す
と
、
輕

澆
(
ω
崖
o
詳
Φ
岸
宣
槻
)
の
七
七
%
が
僅

か

二
つ
の
銘
柄

で
占
め
ら
れ

こ
ハ
タ
ー
ク
ラ
ツ
カ

ー
の
四
七
%
が

一
つ
の
銘
柄

で
、紅

茶

の
四

一
%
が
之
れ
亦

一
つ

の
銘
柄

、
ト

マ
ト
ジ

ユ
ー

ス
の
三

二
%
は
三

つ

の
銘

柄

で
占
め
ら
れ
、結
局
よ
く
知

ら
れ
た
銘
柄

の
商
品
が
販
費

の
大
部

分
を
占
め
て

い
る
事
が
判

つ
た

。

之

れ
を
他

の
商
品

に
つ
い
て
更

ら
に
細
別

し

て
示
し
た
も

の
が
第

四
表

で
あ

る
。

一
人
の
婦
人
の
詔
識

有

名

銘

柄

為

銘

柄

の
み

で

品

日

寸
る
銘

柄

奉

均
薮

指
定
し
六
比
率

入
店
づ
ろ
比
率

家

具

マ
ツ

ト

入
プ

リ

y
グ

ラ カ 電 繊 生 リ 絨 長

地 ノu
、

ジ 維 家 リ 椅
　 ユ
ア

具 ウ

オy球 品用 ム 壇 子

 

ア
メ
リ
カ
に
於
け
ろ
市
場
調
査

の
若
干
例

銘
柄
認
識

の

比

率

五

一
%

九
武
%

六
六
%

七
八
%

一
三
%

二
九
%

三
四
%

一
〇
〇
%

一
%

一
、

七

%

一
、

0

%

一
、

】
%

○

、

二
%

○

、

四

%

○

、

五

%

三
、

三

%

天

%

㎜

八
六
%

…

二
八
%

T

五
壁

,

搬
七
二
%

二
〇
%

六
五
%

三
九
%

三
八
%

六
%

一
〇
%

=

一%

六
八
%

店
員
の
推
奨
な

受
入
れ
☆

比
率

六
五
%

三
九
%

五

一
%

五
七
%

七
〇
%

七
四
%

、
六
九
%

二
五
%

259
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商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

之
れ

に
よ

つ
て
ラ
ジ

オ
が
銘
柄
認
識

の
最
高
率

に
あ
り
、

マ
ッ
ト

・
ス
プ
リ

ン
グ
が
之
れ

に
次
ぎ
、
最
も
低

い
の
は
生
地
、
家
且
ハ用
繊

維

で
あ

る
事

が
理
解
さ
れ

る
。
い
つ
れ

の
場
合
も

ラ
ジ

オ
を
除

い
て
は
店
員

の
推
奨

に
よ

つ
て
動

か

さ
れ
る
比
率

の
可
成
り
高

い
事

は
店

員
訓
練

の
重
要

性
を
示
す
も

の
と
言

う
事
が

で
き
よ
う
。

⑤

黒

人

市

場

の

一
断

面

●
。

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
黒

人
問
題

は
政
治
的

に
も
大

き
な
波
紋

を
投
げ
か
け
て
い
る
が
、
経
濟
的

に
も
忽
か
せ

に
で
き
な

い
重
要
性
を
持

つ
て
い
る
。
総

人

口
の

一
割
以
上
を

肖
め
、
し
か
も
白
人

と
異
な
り
、
増
加
率

の
極

め
て
高

い
黒
人

の
將
來

は
ア

メ
リ
カ

・
デ

モ
ク
ラ

シ

■

ー
に
と

つ
て

一
つ
の
拶

み
と
も
言

へ
る

の
で
あ
る
が
、
他
面
消
費
奢
群
と
し

て
の
そ

の
勢
力

は
見
逃
す

事
が

で
き
な

い
。
以
下
は

一
九
五

〇

年

、

ワ

シ

ン
ト

ン

・
フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア

・
ボ

ル
テ

ィ
モ
ァ
の

三
市

の
黒

人

に

つ
い

て
そ

れ

ぞ

れ

一
千
家

族

ー

合

計

三
千
家

族
f

に
封

し
て
調
査

し
た
結

果
で
あ

る
。
調
査

に
當

つ
た

の
は
主
と
し
て
黒

人

の
大
学
生
及
び
市
當
局

で
あ
る
が
、
努

め

て
無
用
な
刺
戟
を
避

け
、
自
由
な
立
場

か
ら
回
答

せ

し
め
た
と
註
繹

さ
れ

て
い
る
。

調
査

の
結
果
明
ら
か

に
な

つ
た

%
は
、

ワ

シ
ン
ト

ン
在
佳

の
黒
人

が
他

の
二
都
市

の
黒
人

に
比
し

て
、
牧
入
が
多
く
從

つ
て
生
活
程
度

が
高

い
と

い
う
事
實
で
あ
る
。
例

へ
ば

フ

,
ラ
デ

ル

フ
。
ア
で
は
全
黒
人

(
封
象

と
な

つ
た
)

の
六
五
%
が
週

二
〇

弗
乃
至

五
七
弗

五
〇

仙

の
牧
入
が
あ

る
が
、
そ
の
内
週
三
八
弗
乃
至
五
七

弗
五
〇
仙

の
牧
入
を
得
て

い
る
者

は
週

二
〇
弗
乃

金
三
七
弗

五
〇
仙

の
牧
入
を
得

て

い
る
者

よ
り

一
般

的
に
少
な

い
。
反
之

ワ

シ
ン
ト

ン
で
は
約
三
〇
%

の
黒
人

が
週
五
八
弗
若

く
は
そ
れ
以
上

の
牧

入
を
得

て
を
り
、
こ
の

階

級

は
ボ

ル
テ

ィ
モ
ァ
で
は
二
五
%
、

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ

ィ
ア
で
は
僅

か

に
二
〇
%

に
過
ぎ
な

い
。

黒
人
が
銘
柄

に
よ
つ
て
購
買
す

る
商
品
別
比
率

を
先

づ

コ
ー

ヒ
ー
の
例

で
見

る
と
第

五
表

の
通
り

で
あ

る
。

即

ち
七
銘
柄

に
よ
つ
て
八
〇
%
以
上
を
占
め
、
そ

の
内
上
質

の
も

の
が

ワ
シ

ン
ト

ン
で
約
牛

ば

に
近
く
消
費

さ
れ

て
を
り
、
他

の
二
市

260

 

●



、

(第 五 表)コ ー ヒーの場 合

フ ィ ラデ ル フ ィ ア

%

40。3〃

5.1〃

4.2〃

〃・

19.3r

l7.6〃

ン シyトy

49.6%

21,5〃

6.5〃

3.3〃

2.3n

ボ ル テ ィ モ ア

%

36.6tl

5.8〃

5.07

10.3〃

 

柄銘

WilkKins

MaxwellHouse

ChaseSanbarn

Sanka

85.2m87.3m80.8r

EightO,clock

.典SC・

Boscul

計

(第 六 表)小 変粉の場合

フ ィ ラ デ ル フ ィ ア

65.7%

9.9〃

10.4J

86.Or

ワ シ'yト ソ

53・9%

21.4伊

17.5〃

91.8〃

ボ ル テ ィ モ ア

67.4%

8.7t

14.7n

2.8r

2。4〃

96.O〃

銘 柄

GoldMedal

Washington

Pi1ユsbury

GoldSeal

SUunyfield

計

(第 七 表)洗 濯石鹸の場合

フ ィ ラ デ ル フ ィ ア

38.9%

11.6〃

■

8.5〃

5.9e

yシ ソ トy

17・9%

15.79

12.3r

12.2∬

12.2r

ボ ル テ ィ モ ア

13・8%

9.8〃

7.2」

27.1〃

 

柄銘

64.9"57.9r70.3J

Ivory

Rinso

Dug

Octagon

FelsNaphtha

計

ノ

5

127

は
次
第

に
質

の
低
下

し
て
行
く
事
が
分
る
。
次

に
小
変
粉
及
び
洗
濯
石
鹸

に
つ
い
て
示
し
た
も

の
は
夫

々
第

六
表
及
第

七
表

で
あ

る
が

、

小
萎
粉

の
場
合

は
五
つ

の
銘
柄

で
ぼ
と
ん
ど
九
〇
%
若
ぐ
は
そ
れ
以
上
を
占

め

て
い
る
事
が
分
り
、
洗
濯
石
鹸

の
場
合

に
は
前

二
者

に
比

ア
メ
リ
カ
に
於
け
ろ
市
揚
調
査
の
若
干
例

●
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商

學

討

究

第
囚
巻

第
二
貌

べ
て
五
種

の
銘
柄

の
占
め

る
比
牽
は
や

」
低
く
な

つ
て
い

る
。
蓋

し
石
鹸

の
如

き
は
種
類

が
極

め

て
豊
富
な

の
と
新
製
品

の
護
費
が
次

々

622

と
行
は
れ
る
か
ら
と
思
は

れ
る
。

(第 八 表)歯 磨紛の場合

(第 九 表、 酒精含有飲料水の場合

フ イ ラ デ ル フ イ ア

39.6%

10。47

6.2r

8.0〃

6.4〃

13.8〃

7.2'

81。6〃

銘 柄

Bl・nd・dWhi・kア

Rum

S璽ra量ghtbourbon

Rye

Scotch

Gin

BondedWhiskア

計

ワ シyト ン

31.7%

15.4r

l4.2」

8.6e

8.3〃

78.2〃

瀞 ル テ イ モ ア

.37.2%

11.1〃

8.Or

7,3〃

14.3〃

8.4e

82.3r

第

八
表
及
び
第
九
表
は
歯
磨
粉
及

酒
精
含
有
飲

料
水

に
つ
い
て
の
銘
柄

に
よ
る
購
買

比
率

で
あ

る
が
、
歯
磨

粉

に
お

い
て
は
僅
か
三
者

の
銘
柄

で

七
〇

%

程
度

を
占
め
て
を
り
、
之
等

銘
柄
が
如
何

に
ボ
ビ

ニ
ラ
ー
で
あ
る

か
を
示
す

と
共

に
、
酒
精

含
有
飲

料

水

の
調
査

は
嚴
密

に
言

へ
ば
銘
柄
を

示
す
も

の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
れ

等

の
種
類
別
を

示
す
も

の
で
は
あ
る

が
、
た
ま
た
ま
彼
等

の
飲

酒
癖

の
強

度

を
表
は
す

も

の
と
し

て
興
味
が
あ

る
。次

い
で
喫

煙

の
常

脅
者

に
つ
い
て

そ

の
購
買

す
る
銘
柄
を
示
し
た
も

の
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が
第

十
表
及
び
第

十

一
表

で
あ

る
。
第

十
表

は
男
性

に
つ
い
て
第

十

一
表
は
女
性

に
つ
い
て
の
敏
字

で
あ

る
。

(第 十 表)喫 煙者(男 性)の 場合

フ ィ ラ デ ル フ ィ ア

34.4%

16.1P

10.7m

21.8e

β

3.47

86.4〃

コ シyトy

28,7%

18.8ク

10.1汐

13.8ク

9.4〃

〃

80.8〃

潔 ル テ イ モ ア

52.8%

10.7〃

13.6e

l8.67

1.3e

〃

97.0〃

銘 柄

Camel

PhillipMoris

LuekyStrike

Chesterfield

Kool

PallMall

計

(第 十一表)喫 煙者(女 性の場合り

フ ィ ラ デ ル フ ィ ア

34.4%

16.1〃

10.7r

21.8〃

34.4〃

ワ シryト ソ

40.8%

20.5〃

11.5〃

11.59

ボ ル テ イ 毛 ア

29・%

16.〃

19.r

12.2r

5。5r

 

柄銘

CameI

PhillipMoris

LuckyStrike

Chesterfield

KooI

Pal1]』la1】

 

喫

煙
常

脅

者

は

ワ

シ

ン
ト

ン
で
四

一
・
五
%

、
ボ

ル

テ

ィ

モ
ア
で
四

四

・
二
%

、

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
市
揚
調
査

の
若
干
例

、

酒
以
上

に
喫
煙
牽

の
高

い
こ
と
、

そ

れ
程
上
質

と
は
思
は
れ
ぬ

キ
ヤ
メ

ル
の
愛

用
者

が
最
も
多
激

を
占

め

て

い
る
事
が
注
意
を
惹

き
、

叉
特

に
女

性
向

に
作
ら

れ
た
と

い
う
ク

ー
ル
の

愛
用
者

が
女

性
に
於

い
て
ぼ

と
ん
ど

言
う

に
足
り
ぬ
程
度

で
、
男
性
同
様

キ
ヤ
メ

ル
の
愛
用
者

が
噺
然

多

い
の

は
如

何
な

る
理
由

に
よ

る
も

の
か

。

恐
ら
く
廣

告

に
最
も
勝
れ
た
会

肚

の

宣
傳

が
効

を
奏

し
た
も

の
で
は
あ

る

ま

い
か
と
思
は
れ
る
。
た

壁
こ

の
女

性

の
場
合

は
前

記
敏
字

の
合
計
が
喫

煙

者

の

比

率
を
示
す
も

の
で
は
な

く
、
封
象

と
な

つ
た
全
女
性

の
内
、

63

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ァ
で
四
〇

・
五
%

で
あ

る
事

に
注
意

2

■
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商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

を
要
す

る
、
從

つ
て
前
記
比
率

は
そ

の
内

鐸
と
な
る

の
で
あ
る
。

(第十二表)自 動車購買の場合

(第十三表)牧 入 別 比 率

フ イ ラ デ ル フ イ ア

10・9%

33.82

31.1〃

12.4J

4.2〃

3.9〃

3.7J

100.r

ワ シyト ン

5%

26.2■

31.8〃

18.7〃

6.8〃

5.7〃

5.8〃

100.〃

オぐル テ イ モ ア

8.6%

30.3J

33.5〃

15.3〃

4。9r

4.1v

3.3r

100.ク

週 當 り牧 入

19.50弗 以 上

20-37.50弗

38脚・」57.50弗

58-76;50弗

77--95.50弗

96弗 以 上

回 答 な し

計

市

の
黒

入

の
牧
入
が
ワ

シ
ン
ト

ン
を
最

高
と
し

て
い
る
事

が
よ
く
分

る
。

●

更
ら
に
黒
人

の
自
動
車
購
買

に
於

け
る
銘

柄
選
揮

の
比
率

、
之
れ

に
關

連

し
て
三
都
市

に
於
け
る
黒
人

の
週

當

り

牧

入

を

示
し
た
も

の
が
第

十

二
、
第

十
三
表
で
あ

る
。
た

竺
し
自

動
車

の
購

入
比
率
は
そ

の
合
計
が
直

ち

に
彼

等

の
所
有
合
計
を
表
は
す
も

の
で
は
な
く
、
前
記
第
十

一
表

の
女

性

の
喫
煙
率

の
場
合
と
同
じ
く
、
實

際

に
自
動
車
を
所
有
す

る
比
率

は
ワ

シ
ン
ト

ン
で
六
六
・
六
,%
、
ボ

ル
テ
ィ

モ
ァ
で
は
二
三

・
四
%
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

.
ア
で
は

一
四

・
九
%
、

で
あ

つ
て
第

十
二
表
は
そ

の
内
羅

と
な

る

の
で
あ

る
。
又
之
れ

に
件

つ
て
三
都

、

9
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最
後

に
之
等
黒

人
に
つ
い
て
そ

の
敷
育
程
度

を
調

べ
た
結
果
は
第

十
四
表

の
示
す
如
く
な

つ
て
い
る
。

(第 十四表)

フ ィ ラ デ 卿 フ ィアワ シyトy瀞 ル テ イ竜ア

1

1

教 育 程 度 夫 妻
1夫

妻 夫 妻

無 教 育 2.0% 1・0% 1.7% 1.6% a6% 1・1%

義'1-4年
塩1〃 4.4〃 U.2〃 10.3〃 8.9β 11.0〃

靴=:睾
7ρ 〃

15.6〃

9.9〃

16.37

.166〃

23。0〃

191〃

24b1〃1

1a8〃

、23。7〃

11.6〃

25.0〃

クハ11-3年 13.4〃 19.0〃 1a7〃 20,221 13.5〃 23.2〃

1イ

ルス14年 16.0〃 17.3〃 1L8〃 1く』5夕 1a●0〃 la2〃

大 ∫1-3年 ・
7.27 6.5〃 1.9〃 a1〃 2。5〃 4.5〃

學13年 以 上
9.7〃 8.5〃 a2ρ 4.5〃 5.1〃 a6々

其 他 25.0〃 17。1〃 16.9, 3。6〃 16.7〃 1.8〃

計 100.〃 100.7 100.〃 100.〃 100.7

1

100.〃

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
市
揚
調
査
の
若
干
例

之

れ

を
総

合
す

る

と
義

務

敷
育

絡

了

者

は

夫
妻

を

卒

均

し

て

ワ

シ
ン
ト

ン
で
は

二
八

・
七

%

、

ボ

ル
テ

ィ

モ

ァ
で
は

五
二

・
二
%

、

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

で
は

四

六

.

六
%

と
な

つ

て
ワ

シ

ン
ト

ン
が

最
低

で
あ

る
が

、

ハ
イ

ス
ク

ー

ル
卒

業

程
度

に
な

る

と

ワ

シ

ン
ト

ン
で
準

均

三

二

・
九

%

、

ボ

ル

テ
ィ
モ
ァ

で
は

三
〇

。
一
%

と
な

り
、

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ァ

で
は
三

四

%

と

な

つ

て

フ

ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
が

最
高

を
示

し

、
大

学
卒

業

程
度

で

は

ワ

シ

ン
ト

ン
が

一
六
%

、

ボ

ル

テ

ィ
イ

モ
ア
は

僅

か

六

.
四

,%
、

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
で
も

一
〇

・
四

,%
と
な

つ

て

ワ

シ

ン
ト

ン
が

臨

然

優

位

に
立

つ

て

い
る

。
結

局

ハ
イ

ス

ク

ー

ル
以
上

の
敷
育

程
度

に
於

い
て
、

ワ

シ
ン
ト

ン
在

佳

の
黒

人

は
拳

均

六

σ
%

即

ち

孚

ぱ

以

上

を

占

め
、

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
在

佳

の
黒

八

は

四

四
%

で
之

れ

に
次

ぎ

、

ボ

ル

テ

ィ

モ
ア
の
黒

入

は
最

も
低

く

三

六

・
四
%

に
渦

ぎ

な

い
事

と

な

る
。

し
か

し
敏

育

に
は

極

め

て
關

心

の
薄

い
と

考

へ
ら

れ

て

い
る
黒
人

が

、
た

と

へ
任

意

6

/
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商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

摘

出
法

に
依

つ
た

に
せ
よ
可
成
り
高

い
敏
育

を
受
け

つ

」
あ
る
事
は
注
目

さ
る
べ
き

で
あ

ら
う
。

①
,

航

室
族
行

の
調
査

(

葛

一
九

四

五
年

サ

タ
デ

ー

・
イ

ヴ

ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト

(
ω
暮
霞

自
ξ

團
く
o
急
声
σq

男
o
。・げ
)

が

個

人
質

問

法

に
依

つ
て
航
室

族

行

に
關

す

る

調

査

を

し

た
事

が
あ

る
。
被

質

問

者

の
敏

は
明

ら
か

で
な

い
し

、
資

料

と

し

'、
も
や

や
古

い
が
、

そ

の
回
答

の
中

に
は

わ
れ

わ

れ

の
興

味

を

唆

る
も

の
が

あ

る
。

し
か

も

こ
う

し
た
資

料

に
基

づ

い
て
恐
ら

く

職

後
文

字

通

り
飛

躍

的

な
稜

展

を
途

げ

た

ア

メ

リ

カ

の
航

室

事
業

に

想

到

す

れ

ば
満

更
無
釜

の
費

料

と

も
思

へ
な

い
。
況

ん

や

こ

の
種
資

料

の
全

く
欠

け

て
い
る
我

國

に
於

て
を

や

。
か

玉
る
意

味

に
於

い

て

い

さ

」
か

紹
介

せ

ん

と
す

る
も

の

で
あ

る
。

'

先

づ

一
九

四

一
年
迄

、
即

ち
職

前

に
商

用

の
爲

め
航

室

機

を
利

用

し

た

激

の
比

率

は

二

三

・

一
%

で
そ

の
内

男

が

三

二

・
七

%
女

が

一

.
三

・
三
%
、
都

会

人

が

二

三

・
三
%

で
地
方

人
が

二

二

・
八
%

と

な

つ

て

い
た

。

そ

れ

が

一
九

四

五
年
絡

職

迄

(
典
で
は
V

J

と

わ

が
終
職

記
念

日
を

標

準

と

し

て
い
る
)

の

一
ヶ
年

間

に
は

、
合
計

で
二

二

・
四
%

と

や

＼
減

じ

、
内

謁

は
男

二

九

。
六

%

、
女

一
五

・
二
%

、
都

会

人

二

二

・
五
%

、

地
方

人

二

二

・
三
%

、

と
そ

れ

ぞ

れ

減

少

を

示
し

て
を

り

、
流

石

に
職
孚

の
影

響

は

明
瞭

に
表

は

れ

て

い
る

。

'

次

ぎ

に
商

用

以

外

の
目

的

で

(
こ

玉
で
は
快

樂

の
た

め

の
族

行

と

し
て
)
航

室

機

を
利

用

し
た

比

率

は
職

前

一
ヶ
年
四

九

・
五

%
、

内

男

が

四
九

・
七
%

、
女

四
九

・
四

%
、
都

会

人

五
七

%

、

地
方

人

三
九

.
五
%

と
な

つ

て
い
る

が

、
絡

戦

迄

の

一
ヶ
年

で
は

そ

れ
が
著

し

.
く

減

退

し

て
全
艦

で

二

六

・
六
%

、
内

男

二
〇

・
九
%

、
女

三

二

・
四

%

、
都

会

人

三

一

・
八
%

、

地
方

人

一
九

・
七
%

、

と

な

つ

て
い

る

。
男
女

の
比
率

が

ほ
と

ん
ど

違

い
な
く

、
職

後

は
む

し

ろ
女

が
男

を

凌
駕

し

て
い
る
所

に
ア

メ
リ

ヵ
婦

人

ら

し

い
特

性

が
見

ら

れ

る
。

(
註

)

こ

の
比
率

中
内

課

は

搭

乗
者

を

一
〇
〇

と
し

て
更

ら

に
そ

の
パ

ー

セ
レ
テ

ー
ジ

を
出

し

た

も

の
と

思
は

れ

る

。
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利

用
者

の
牧
入
別

に
よ
る
比
率

を
見

る
と
年
牧
七
五
〇
〇
弗
以
上

の
者

は
五
四

・
三
%
、

五
〇
〇

〇
弗
よ
り
七

五
〇
〇
弗
ま

で
の
者

個

五

・
四
%
、
三

五
〇
〇
弗
よ
り
五
〇
〇
〇
弗

ま
で
の
者

四
六

・
二
%
、

二
五
〇
〇
弗

よ
り
三
五
〇

〇
弗
ま
で

の
者
四
〇

・
三
%
、

一
五
〇

〇
弗
か
ら
二
五
〇
〇
弗
ま

で
の
者
は
三
四

・
五
%

、
と
當
然

の
結
果
を
示
し

て
い
る
。
.

次

い
で
何
故
航
室
族
行

を
し
な

い
か

に
つ
い
て
、
夫

々
理
由
を
與

へ
て
集
計

し
た

も

の
が
第

十
五
表

で
あ
る
。

(
第

+

五

表
)

理

由

■

機

會

も

な

く

興

味

も
な

い

恐

怖

心
、
余

り

に

胃

瞼

費

用

が

掛

り

過

ぎ

ろ

他

の

交

通

機

關

を

好

む

高

度

(
上
昇
)
あ
好
ま
な

い

老

年

過

ぎ

る

髄

其

他

分

ら

な

い

合

計

男

女

四

九
、

六

%

四

三
、

六

〃

四

、

こ
〃

一
、

七

〃

○

、

七

〃

○

、

六

〃

二
、

三

〃

○
、

七

〃

都

會

人

四 四

〇 一 〇 〇 一 四 三 九
、 、 、 、 、 、 、 、

九 八 四 九 二 七 八 五
〃 〃 〃 〃 〃 ガ 〃%

一
地

方

人

{8}(7}(6}(5)〔4)〔3)〔2)(1)

四

九

、

三
%

四

三

、

九

〃

五

、

O

∬

○

、

九

〃

一
、二

〃

O

、

三

〃

一
、

四

〃

一
、

一

〃

三 五
一 二 〇 一 二 六 九 一
、 、 、 、 、 、 、 、

八 三 五 五 一 一 六 二
〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃%

内

モ
、

四
%

四

八
、

七

'

三
、

O

〃

○

、

三

〃

○

、

二

〃

○

、

三

〃

一

、

二

〃

一
、

叫

〃

(
註
)

こ

の
比
率

の
合
計

が

一
〇
〇
私

超

へ
る
の
は
同

一
人

で

二

つ
以

上

の
答

へ
な

し
た
も

の
が
あ

ろ
爲

め
と
思

は
れ

る
。

叉
内
澤

の
比
率
は
前

同
様

一
系
列

の
被
調
査
数

を

一
〇

〇
と

し
て

の
計
算
o

O

こ
の
表

で
ω
囲
が
相
孚

ぱ
し

て
い
る
事
も
興
味
深

い
が

、
よ
り
以
上
図

の
費
用

に
封

し

て
理
由
と
す

る
者
が
極

め
て
微

々
た

る
事

に
わ

れ
わ
勲

の
注

意
を
惹

く
も

の
が
あ

る
。
若

し
同

一
の
質

問
を
現
在

の
わ
れ

わ
れ

に
課
し
た
と
す
れ
ぼ
、
恐
ら
く
過
牛
敏
若
く
は
九
〇

パ
ー

67

33ー

セ

ン
ト
迄

は
費

用

を

理

由

に
航

室

機

を
利

用

で
き
ぬ

と
答

へ
る
で

あ
ら

う

。
從

つ

て
ア

メ
リ

カ

の
場
合

に

は
航

室

料
金

が

他

の
交

通
機

關

2

γ
メ
リ
カ
に
於
け
る
市
場
調
査

の
若
干
例
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第
四
巻

第
二
號

に
比
し

て
甚
だ

し
く
割
高

で
な

い
か
、
さ
も
な
く
ば

こ
れ
を
余
り
問
題

に
し
な

い
程
度

に
彼
等

の
牧
入
が
多
い
か
、
そ

の
何
れ
か
或

い
は

682

双
方

で
あ
ら

う
事

が
想
像

さ
れ

る
。

航
室
族
行
は
愉
快

で
あ

つ
た
か
と

い
う
問

に
封
し

て
然

9
と
答

へ
た
者

は
九
四
%

で
、
そ

の
内
男
は
九
五

・
四
%
、
女
は

九
二
%
、
都

会

人
九
三

・
七
%
、
地
方
人
九
四

・
八
%
と
な

つ
て
い
る
、
反
之
否
と
答

へ
た
者

に
封
し
て
は
、
そ

の
理
由
を
與

へ
て
之
れ
を

比
率

で
表

し
た
結
果
第

十
六
表
の
如
く
な

つ
た
。

(
第

+

六

表
)

理

由

}

合

里

男

一

女

都

會

人

電

方

人

…田

恐

怖
、

眩
且
軍

に

二

る

も

の

四
二
、

二

%

三
三
、

七

%

四

九
、

五

%

四
二
、

三

%

四
二
、

一

%

②

神

経

過

敏

な

嬢

う

二

八
、

九
〃

二

二
、

九
〃

三

四
、

○
ク

二

九
、

三
〃

二

八
、

一

〃

㈹

天

候

不

良

の

t

め

八
、

三

〃

=
島
、

三

〃

四
、

一

夕

八
、

一

〃

八
、

八
ク

四

設

備
の

貧
弱

に

よ

ろ
・も

の

四
、

四
〃

六
、

O
〃

三
、

一

〃

六
、

五
〃

ー

㈲

機"
体

が

小

さ

渦　

ぎ

π

爲
め

四
、

四
7

二
、

四
7

六
、

二

7

五
、

七
F

一

、

八

〃

.

㈲

其

他

一

五
、

五
〃

二

四
、

』

〃

八
、

二

」

一

三
、

○
〃

一

=

、

一

β

(
註
)

、
、
の
合
計
が

一
〇

〇
な
超

へ
る

の
に
先
春

の
揚

合
と
同
じ
く

一
人
で

二

つ
以

上

の
項
目

に
答

へ
た
爲

め
と
思

は
れ
る
。

こ

こ

で
は
恐

怖

心
が

最
高

比
率

を

占

め

て
を

り
、

當

時

ア
メ

リ

カ

に
於

い
て

も
航

室

族
行

は
危

瞼

、

不

安

と

思

は

れ
た
事

が
偲

ば

れ

る

。

`

職
後

航

室

族

行

を
欲
す

る
者

の
比
率

は

四

五

・
八
%

で
あ

り
内

男

四
八

・
八

%

、
女

四

二

・
六

%

、
都

会

人

五

二

・
八

%

、

地
方

人

三

六

・
三
%

、
を

示

し
て

い
る
ゆ

之

れ

に
反

し

旅
行

を

欲

せ

ぬ

と
答

へ
た
者

は
合

計

が
三
三

・
七

%
、
内

男
三

二

・
二
%

、
女

三
五
・
四

%

、
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都
会

人
二
九

・
五
%
、
地
方
人
三
九

・
四
%

、
と
な

つ
て
い
る
。
こ
の
族
行
を
欲

ぜ
ぬ
と
答

へ
た
人

六
に
更

ら
に
そ

の
理
由
を
與

へ
て
調

査
し
た
虜

、
第
十
七
表

の
様

な
結

果
が
表
は
れ
た
。

.

(
第

+

七

表
)

理

由

合

計

(6}{5)(4,)〔3)(2){1》

機

會

も

な

く

希

望

も

な

い

恐

怖

及

老

年

過

ぜ

る

他

の

交

通

機

關

な

好

む

費

用

が

掛

り

過

ぎ

る

高

度

(
上

昇
)
が

撮

い

其

他

三 二 八 七 六 七
、 、 、 、 、 、

五 〇 六 〇 九 五
〃'r〃 〃%

男

女

四

〇

、

六

%

三

〇

、

七

〃

二

〇
、

O

〃

八
、

六

〃

一
、

七

〃

四

、

三

〃

一 四 三

二 二 八 四 二 四
、 、 、 、 、 、

八 四 六 一一 六 七
〃 〃 〃 〃 〃%

都

會

人

地

方

人

三

一
、

八
%

三

九
、

一
〃

一
九

、

二

〃

八
、

四

7

三
、

六

〃

四

、

四

」

一 三 四

二 〇 八 四 四 三
、 。、 、 、 、 、

六 五 七 七 六 二
〃 ρ 〃 〃 〃%

 

こ
こ
で
先
き

の
場

合
と
同
様
圏

の
費
用

に
封
し

て
非
利
用

の
理
由
と
し
た
者

が
極
め
て
低
率

で
あ
る
事
、
そ
し

て
そ

の
比
率

が
ほ
と
ん

ど
符
節
を
合
し
た

よ
う

に

一
致
し

て
い
る
事

は
ま
す

ま
す

わ
れ
わ
れ

の
興
味
を

唆
る
の
で
あ

る
。

航
室

族
行
を
危
瞼

不
安
と
感
す

る

の
は
多
分

に
主
観
的

で
あ

る
が

一
面
外
部

か
ら

の
警
戒
勧
告
も
看
過

で
き
な

い
。
そ

こ
で
サ
タ
デ

ー
・

イ
ゾ

ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト
は
、
何

人
が
封
象
者

の
航
室
族
行

を
妨
げ

る
か

に
つ
い
て
調
査
し

た
。
そ
れ

に
よ

つ
て
第

十

八
表

の
様

な
結
果
が

表

は
れ
た
。

(註

)

外
部
か
ら
妨
げ
ら
れ

為
と
答

へ
た
も

の
の
み
に
つ
い
て
調
査

。

之
れ

に
よ
れ
ば
夫
は
妻

に
、
妻

は
夫

に
よ

つ
て
阻
害

さ
れ
る
率
が
最

も
高
く

、
就

中
夫

に
封
す

る
妻

の
干
渉
が
絡
封
的

に
張

い
事

は

ア

メ
リ

ヵ
の
就
会
事
情
か
ら
見

て
當
然

で
あ
る
が
、
父
親

に
封
す

る
息

子

の
阻
害

が
零

で
あ

る
の
に
母
親

に
射
し

て
は
僅

か

に
せ
よ
阻
害

の

ア
メ
リ
カ
に
於
け
ろ
市
揚
調
査
の
若
干
例

269
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(
第

+

八

表
)

■

第
四
巻

第
二
號

ー
/

妨

害

者

被

妨

害

者

1

,
-

}
-

女 男 合

計

妻

四
三
、
九
%

八
四
、
九

〃

母

二
四

、

九

%

=

一
、

六

〃

三

八
、

○

〃

夫

一
二

、

一
%

四

三
、

七

〃

父
九

、

五

%

三
、

六

〃

一
五

、

九

〃

娘

山
ゾ、
、

〃

『2吸

OO
〃%

息

。

子

、 、

一一 〇

〃1%

子

供

等

三
、

六

%

三
、

四

〃

三
、

九

∬

其

他

三
・
射

二
、

五

〃

四

、

八

7

原
因

に
な

つ
て
い
る
事
は
、
娘

が
父
親

に
封

し
て
よ
り
も

母
親

に
劉
し

て
の
阻
害
比
傘

が
高

い
の
と
思

い
合

せ
て
、
大

い
に

興

味

が

あ

る
。

。

で
は
何
故
族
行

を
阻
む

の
か
、
之
れ

に
封
し

て
は
不
安
が

五
四
%
と
大
多
数
を
占
め
次

い
で
恐
怖

(
恐

ら
く
渤
告
者

の
抱
く
)
四

一
.

六
%

、
訓
練

の
不
足

三
%
、
高
度
を
嫌

う
○

・
三
%
、
な
ど

曳
な
つ
て
い
る
。
之

れ
と
は
反
樹

に
航
塞
族
行
を
好
む
と
答

へ
た
人

々
に
蜀

し

て
更
ら

に
そ

の
理
由
を
與

へ
て
回
答
を
求

め
た
も

の
が
第

十
九
表

で
あ

る
。

270

(
第

干

九

衷
)

 
「

(
理

由

)

陵 男 合

計

1速

禁 会i
、 、 、

テテ剃 度
.
快

適
三

二
%

三

一
、

山
ハ
〃

三

ご
、

八

〃

便

利

二二 五 四
、 、 、

〃 〃%

景

観

一
二

、

七

%

一
七

、

三

〃

二
九

、

四

7

清

潔

●一一 」L-■ ら

「 案 へ

五 三 六
〃%

安

全

宍 九 八
、 、 、

一 八 四

〃 〃%

 

航
室
族
行
を
す

る
者

に
と

つ
て
最
大

の
魅
力
が
速
度

に
あ

る
事
は
東

四
同
じ

で
あ
る
。

、



ψ

進
ん

で
航

室
族
行
を
好
ま
ぬ
と
答

へ
た
者

(
経
験

は
あ

る
が
好
ま
な

い
と

の
回
答
者

)
に
樹

し
そ

の
好

ま

な

い

理
由

を
與

へ
て
調
査

し

た

。そ

の
結
果

は
醇

う
叉
は
余
り

に
神
維
を
疲
艸労
さ
す

と
答

へ
た
者

三
〇

・
六
%
、
上
昇

に
恐
怖
を
感
す
る
と
答

へ
た
者

二
八

・
六
%

、
他

の
交
通
機
關
を
よ
り
好
む
と

の
答

=
ハ
・
三
%
、
何

と
な

く
嫌

い
と

い
う

の
が

一
〇

・
二
%

、
其
他

一
八

・
四
%
と
い
う
事

に
な

つ
た

。

航
室

族
行
が
季
節

に
左
右

せ
ら
れ
る
事
は
言
う
迄

も
な

い
。
そ

こ
で
今
度

は
年
間

を
通
じ

て
の
族
行

の
有
無
を
質
問
し
た
庭
、
肯
定
し

た
者

は
三
二

・
五
%
、
否
定

し
た
者

は
六
七

・
五
%
と
な

つ
た

。
と
の
否
定
者

に
劉

し
、
然

ら
ば
如
何
な

る
季
節

に
族
行
を
欲

し
な

い
か

の
問

い
を
襲

し
そ

の
結

果
冬
期

七
七
%

、
秋
期

五
八
、
八
%
、
春
期

五
三

・
一
%
、
夏
期

三
九

・
三
%

の
回
答
を
得
た
、
順
當
な
率

と

い

う

べ
き

で
あ
ら
う
。

季
節

と
醐
連

し

て
選
揮

さ
れ

る
も

の
に
時
闇
が
あ

る
。
か
く

て
次

の
質
問

「
族
行
は
日
中

、
夕
方
、

又
は
夜
間

の
何
れ
を
選

ぶ
か

」
に

つ
い
て
調

べ
た
庭

、
日
中
三
四

・
七
%

、
夜
間

三

・
六
%
、
夕
方

二

。
三
%
別

に
選

ば
な

い
五
九

・
四
%
と

い
う
結
果
が
表

は
れ
た

。
又

夜
間
飛
行

に
際

し

て
料
全
を
割
増
し

て
も
寝
壷

に
休

む
か
、
そ

の
ま

」
椅

子

で
通
す
か
、
叉
は
何
れ

で
も

よ

い
か
、
と

の
質
問

に
劉

し

て

は
、
第

二
十
表

の
様
な
結
果
を

得
た

。

即
ち
大

部

分

は

割

増

料

金

を
支
彿

つ
て
も
籍
壷

に
休

む
事
を
欲
し

て
い
る
事
、

非

選

鐸

の
客
も

可

能

性

の
あ
る
事

な
ど
が
知

ら
れ

る
。
さ
き
に
も
断

は
つ
た
よ
う
に
こ

の
資
料
は

や

製
時
代
的

に
は
古

い
、

に
も
拘

ら
す

わ
れ
わ

れ
が
そ

の
慣
値
を
高
く
評
橿

し
よ
う

と
す

る
の
は
、
そ

の
質
問

の
技

巧
が
極
め

て
勝
れ

て
い
る
と
思

う
か
ら
で
あ

る
。
即
ち
大
前
提
か
ら
中
、
小
と
漸

次
狭

め
て
行

き
、
質
問

範
園
を
限

定
し

て
最
後

に
所

要

の
答

へ
を
求
め
る
熊
度

で
あ
る
。
と
れ

に
よ

つ
て
航

室
喜
業
が
そ

の
改
善
す

べ
き
鮎

・
主
力
を
注
ぐ

べ
き

黙

・
族
客

の
要
求
等
が
明
瞭

と
な

つ
て
來

る
の
で
あ

つ
て
、
ひ
と
り
航
察
事
業

に
限

ら
す
他

の
螢
業

に
を

い
て
も
、
か

」
る
手
法
は
範

と

371

す

る

に

足

る

と

考

へ
る

。

ア
メ

闘
力

に
於

け
ろ
市
場
調
査

の
若

干
例

271
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(第二十表)

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

1
どちらで も好し「椅子のま覇 す

20.0%

21.07

18.3〃

20.1r

l9。7〃

17.4%

16.8J

18.37

16.6〃

20.2〃

割増 しな梯つ
て疲台に休む

62.6%

62.2〃

63.4慶

63.3〃

60.1〃

 

計合

人

人

男

女

會

方

都

地

り

廣
告
効
果
の
測
定

(

廣

告
が
販
費

経
醤
上
市
場
調
査

と
相
並

ん
で
目
的
達

成
の
上

に
重
要
不
可
峡

の
要
素

で
あ

る
事
は
改

め
て
読
く
迄
も
な

い
。
調
査

に
よ

つ
て
設
定

せ
ら
れ
た

市
場

に
實
際

に
需
要
を
喚

起

せ
し

め
る
力
を
持

つ
た
も

の
が
廣

告

で
あ

る
。
從

つ
て
廣
告
技
術

の
巧
拙

は
直
接

に
販
費

に
重
大
影
響

を
及

ぼ
す
事
と
な
る

。
然

し
如
何

に
巧

み
に
考
案
さ
れ

た
廣
告
と
難
も
、
そ

の

効
果
を
測
定
す

る
に
非
す

ん
ば
爾
後

の
方
針

は
確
立

し
得
な

い
で
あ

ら
う

。
か
く

て
廣

告
効

果

の
測
定

は
販
費

経
螢

に
於

い
て
極

め
て
重
要
な

意
義

を
有
す

る
の
で
あ
る
が
、
攣
鱒
常
な

き
経
濟
界

に
あ

つ
て
は
實
際
上
そ

の
測
定
は
容
易

で
は
な
い
。
所
謂
攣
数

條
件

の
作
用

に
よ

つ
て
そ

の
事
實
が
果
し

て
廣

告

の
み
に
依

つ
て
生
じ
た
か
否
か
を
判
噺

し
得
ざ
る
場
合

が
多

々
存
す

る
か
ら

で
あ

る
。
と
言

う

て
こ

の
事
は
廣
告
効
果
測
定

の
重

要
性
を
減
す
る
も

の
で

は
な
く
、

い
は
ん
や
無
用
と
す

る
が
如
き

も

の
で
は
勿
論
な

い
。

こ

こ

で

は

カ

ー

テ

ス
出

版

会

肚

(
O
昌

缶
ω
,

菖

尻
ぽ

昌
αq

O
o
●)

と

、

サ

タ
デ

ー

・
イ

ヴ

ニ

ン
グ

・
ボ

ス
ト
が
行

つ
た
廣

告
効
果
測
定

に
つ
い
て
そ

の
要
領
を
略
記
す

る
。

前
者

は

シ
カ
ゴ
に
於

い
て

一
〇
〇
〇
人

の
主
婦

に
封
し

、
食
糧
品

の
廣
告
が
な
さ
れ
た
四

種
類

の
媒

饅
、
勧

ラ
ジ

オ
、
㈲
雑

誌
、
佃
薪

聞
附
録

、
及
び
㈹
漫
欝
附
録

に
つ
い
て
、
何
れ

の
媒

艦

に
よ
る
も

の
が
最

も
印
象
的

で
あ

つ

た
か
を
調

べ
た

の
で
あ

る
。
そ
し

て
そ

の
質
問

は
次

の
順
序

で
行

は
れ
た

。
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139

第

一
問

。
四

つ
の
廣
告

の
内

、
何
れ

が
最

も
興

味
あ
り
、
且

つ
魅
力

的
で
あ

つ
た

か
。
之
れ

に
封
し
上
記

四
種
類

の
何
れ
か
が
答

へ
ら

れ
た
後
、

.

第

二
問

。
然
ら
ば
そ

の

(
選
定

さ
れ
た
)
廣
告

は
如
何

な
る
理
由

に
よ
つ
て
最
も
興
味
あ
り
魅
力
的

で
あ

つ
た
か
、
を
問
う
所
謂
意
見

調
査

で
あ

る
。
次

い
で
選

に
洩
れ
た
他

の
三
種

の
媒
髄

に
よ
る
廣
告

に
つ
い

て
は

第
三
問

。
他

の
三

つ
は
如
何
な

る
職

で
興
味
を
惹

か
す
叉
非

魅
力
的
で
あ

つ
た

の
か
、
を
尋
ね
る
。
蓋

し
選
定

せ
ら
れ
た
廣
告

の
長
所

を

知

る
だ
け

で
は
不
十
分

で
あ

つ
て
、
選
定
洩

れ

の
廣
告

の
欠
陥
を
知
る
事
が
爾
後

の
技
術
改
善
上
よ
り
有
効
な
参
考
と
な
る
事
が
多

い
か

ら

で
あ

る
。
こ
の
結
果
は
比
率
的

に
は
示
さ
れ

て
い
な

い
が
、
雑

誌
を
最
良

と
答

へ
た
者

の
典
型
的
な

理
由

は
、
…田
自
ら
欲
す

る
時
に
讃

み
得

る
、
囲
他

の
媒
燈

に
よ

る
よ
り
も

一
暦

理
解

が
容
易
で
あ

る
。
図
色

彩
が
極
め

て
魅
力
的

で
あ
る
ハ
四

必
要

に
懸

じ

て
後
日
讃

み
直

し
が
可
能

で
あ
る
、
な

ど

で
あ

つ
た

。

一
方

ラ
ジ
オ
を
選
定
し
た
者
は
そ

の
理
由
と

し
て
、
働

聞
く
方
が
讃

む
よ
り
も
苦
勢

が
少
な

い
、

②
働
き
乍

ら
で
も
聞
け
る
、
図
自

分
で
讃
む
よ
り
も
話
を
聞
く
方
が
魅
力

的

で
あ

る
、
四
読
明

に
よ
る
方

が
讃
む
よ
り
も

理
解
が
容
易

で

あ
る
、
な
ど

で
あ

つ
た

。
他

の
二
種

に

つ
い
て
は
遺
憾
乍
ら
記
述
が
な

い
。

サ
タ
デ

ー

・
イ
ヴ

ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト
の
例

は

一
九
四
七
年

五
月
十
七
日
號

に
全
二
五

頁

に
跨

つ
て
掲
載

さ
れ
た

各

種

廣

告

に
封
し
、

個

人

面

接

法

に
よ

つ
て
回
答
を
求
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ

の
樹
象

が
何
人

で
あ

る
か
を
示

し
て
な
い
が
、

こ
の
場
合

む
し
ろ
そ

の
質
問

の
技
術

に
重
鮎

が
あ

る
と
考

へ
ら

れ
る

の
で
封
象
は
そ
れ
程
重

嬰
と
は
思

は
れ
な

い
。

・

先

づ
廣
告

の
掲
載

さ
れ
た
同
誌

の
讃
者

に
樹
し

て
質

問
者

は
そ

の
雑

誌
を
示
し
乍
ら
次

の
間
を
襲
し
た

。

勾

貴

方
は
こ

の
雑

誌
を
全
部
請

み
絡

つ
た
か
。
之

の
問

に
封
し

て
肯
定

し
た
者

に
は
來
訪

の
趣
旨

・
廣
告
改
善

に
協

力
を
乞
う
旨
を

(
詮
明

し
た
、
後

番
號
1

の
廣

告
を
示

し
て

(
時

に
は
こ
の
番
號

を
攣
更
す

る
事
も
あ

る
が
)
次

の
問

に
移

る
。

⑬

こ
の
番
號

の
廣

告
を
見

た
記
憶

が
あ

る
か

。
面
接
者
は

こ
の
間
約

四
秒
を
敏

へ
て
経
過
し
た

な
ら
ば
雑

誌
を
閉
ぢ
次

の
質
問

と
し

て

ア
メ
ーー
カ
に
於
け
る
市
揚
蘭
査
の
若
干
例

273
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商

學

.討

究

第
四
巻

第
一.一號

⑥

こ

の
廣

告

が
貴
方

に
訴

へ
よ

う
と

し

て

い
る

の
は
何

か

、

を

尋

ね

る
。
若

し
働

の
問

い

に
封

し

て
否
定

の
嫁
nを

し
た
者

に
は
別

の
番

742

號

を
示

し
て
相

手
が
肯
定
す

る
迄
繰
り
返
す

の
で
あ

る
。

恥

前

の
問

い
に
封
す

る
答

を
得
た
後
、
進

ん

で
今
度
は
廣

告

に
記
載

さ
れ

て
・い
る
会
胱
名

叉
は
商

品
名

に
つ
い
て
記

憶

の
有

無

を

問

(

量

う
。

恥

然

る
後
雑

誌
を
開

き
再
び
回
答
者

に
示
し
乍
ら
印
刷

さ
れ
た
計
度
器

(
零
度
か
ら

一
〇
〇
度
迄
刻
ま
れ

て
を
り
、
最
良
を

一
〇
〇
、

(最
悪
を
零
と

し
、

可
も
な
く
不
可

も
な
し
と

い
う

程
度

を

五
〇

で
表

は
し

て
あ
る
)

に
相
手

の
印
象
評
償
を
記
入
せ
し
め
る
。

恥

更
ら

に
質

問
を
績

行
。
(
難
誌
は
開

い
た

ま
ま
)
そ

の
廣
告
を
見

て
廣

告
さ
れ
た
商
品

に
樹

し

て
購
買

欲

の
強

弱

(
是
非
欲
し

い
、
買

(つ

て
も

よ

い
、
買

い
た

い
と
思

は
な

い
)
を
尋
ね

る
。

Gり

そ

の
廣
告
中
最
も
好
む
瓢
及
び
最
も
嫌

い
な

黙
を
質
問
す

る
。

XH

以

上
を
絡

へ
た
な

ら
別

の
番
號

に
移

つ
て
上
記

の
順

序
を
繰
返
す
。

取

最
後

の
番
號

を
絡

つ
て
か
ら

・
響

者
が
最

も
蟄

し

て
い
る
と
答

へ
た
廣

告

に
つ
い
て
・
如
禦

る
理
由

で
そ

の
商
品

の
購
買

を

(熱
望
す

る
か

の
理
由
を
質

問
す

る
。

上
蓮

の
テ
ク

ニ
ツ
ク
に
よ

つ
て
知

ら
れ

る
事
は
、
第

一
に
そ

の
廣

告
が
讃
ま
れ
た
か
否
か
を
知
り
、
次

い
で
記
憶
せ
ら
れ
た
か
否
か
を

確
か

め
、
第

三
に
慶
告

に
劉

す

る
諌
者

の
評
贋

を
槍

し
、
第
四

に
購
買

欲

の
強
弱
を
測

り
、
最
後

に
そ

の
理
由
を
明
ら

か
に
す

る
と

い
う

順
序
を
経

て
、
如
何
な

る
商
品

が
如
何
な

る
方
法
を
以

て
廣
告
す

る
事
が

一
般
讃
者
i

-
消

費
者

に
最

も
強
く
訴

へ
る
か
が
明
ら

か

に
さ

れ
る
。
た

Ψ
こ
の
種
調
査

は
そ

の
封
象
が
余
か
少
な

い
時

に
は
偏

つ
た
結
論

に
導
か
れ
易
く

、
之

れ
を
擾
大
す

れ
ば
調
査
費

に
互
額
を
必

要
と
す

る
と
い
う
矛
盾

に
逢
着

す
る
お
そ
れ
な

し
と
し
な

い
。

'
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む

(

す

ぴ

141

市
場

調
査
乃
至
分
析

に
は
最
も
科
学
的

と
稻

せ
ら
れ

る
も

の
に
複
列
相

關
法
が
あ

る
が
、
幅

田
博
士

の
指
摘
せ
ら
れ

る
如
く
之

れ
は
實

用
性

に
乏

し
く
、
叉
任
意
要
素

法

に
よ
り
た
と

へ
加
錘
式

黙
敏
法
を
以

て
し

て
も
、
そ

の
要
素

の
配
合

に
於

い
て
著
し
く
主
観

的

・
恣

意

的
な

る
を
冤
れ
な

い
。
か
く

て
實
際
上
最
も
効
果
的
な
も
の
と
し

て
は
質
問
法

(
8
目
$
寓
o
旨
鑑
后
)

に
依

ら

ざ

る
を
得
な

い
事

に
な

る

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
を
探
用
す

る
場
合

に
注
意

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
第

一
に
被
質
問
者

の
敏

の
問
題

で
あ
る
。
さ
き

に
も

述

べ

た
よ
う
に
、
こ
の
数
が
余
り

に
少
な

け
れ
ば
そ

の
結
果
は
極

め
て
部

分
的
な
も

の
と
な
り
普
遍
性

に
乏
し
く
な

る
。
第

二
に
假
り

に
相
當

激
を
豫

定
し
て
も
、
そ

の
選
定

標
準
が
公
正
を
欠
く
時

に
は
答

は
甚

だ
歪
め
ら

れ
た
も

の
と
な

る
。
從

つ
て
地
域
別

、
性
別

、
職
業
別

、

牧
入
別

、
年
齢
別
等

に
於

い
て
で
き
る
丈
け
公

李
た
ら

し
め
る
よ
う

心
樹

け
ね
ば
な
ら
な

い
。
勿
論
商
品

の
種
類

に
ょ
つ
て
は
男
性

の
み

に

(
男

子
用
品

・
或

い
は
女
性

の
み

に

(
女

チ
用
品
)
限
定

さ
れ

る
場

合
も
あ

0
、
肚

年
暦

の
み
を
封
象

と
す

る
場

合

(
酒
精
含

有
飲

料

水

の
如

き
)
も
あ

る
が
、
家
庭

用
品

・
食
糧
品

等

の
如
き
場
合

に
は
樹
象

の
選
定

に
十
分
注
意
を
梯

は
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ら

う
。

然

し
上
記
二
要
件
が
假

り
に
充

足
せ
ら

れ
た

と
し
て
も
両

月
つ
看
過

し
得
ざ
る
重
要
な

羅
、
む
し
ろ
そ
れ
が

£
β
①
ω
菖
o
塁

ぽ
。
の
某
底

と
も
考

へ
ら
れ

る
も

の
は
相
手
方

(
被

質
問
者
ー

;
消
費
者
群
)
が

之
れ

に
封
し

て
正
確
な
回
答

を
寄

せ
る
事

で
あ
り
、
そ
れ

と
並

ん
で

回
答
率

の
高

い
事

で
あ

る
。

そ
し

て
か

」
る
期
待
は
自

ら

の
意
見
を
卒
直

に
活
濃

に
表

現
せ
ん
と
す

る
意
欲

の
旺
盛

な
る
人

々
に
懸

け
ら

れ

る
。
即

ち
デ

モ
ク
ラ
テ
イ

ツ
ク
な

精

紳

が

そ

の
基
盤

を
な
す
と
言

つ
て
よ
い
で
あ
ら

う
。
か

」

る

観

鮎

か
ら

ア
メ
リ
カ
に
於

い
て

£
β
o
コ。試
o
彦

冒
o

が
盛

ん
に
行

は
れ
、
そ

し
て
そ

れ
が
互

に
因
と
な
り
果
と
な

つ
て
販
費
促

進

に
、
廣

告

改
善
に
貢

献

し
つ
」
あ

る
事

は

宜

な
る
哉
と
う
な

つ
か
れ
る

の
で
あ
る
。
統

計
的
籔
字

に
基
づ

い
た
静

態
襯
察
も
決

し
て
意
義
な

し
と
し
な
い
が
、
泪
費
者

は
活
き
た
人

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
市
揚
調
査
の
若
干
例
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9

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

42

間

で
あ

り
、

思

想

.
感

情

.
趣
味

.
嗜

好

は
常

に
攣

榑

し

て
熔

ま
な

い
、

こ

の
流
動

性

の
上

に

一
定

の
方

向

(
目
目
①
謬
伽
)

を

把

握

し

て
販

76

1

2

費

政

策

を

樹

立

し

て

と
そ

最

も

効

果

的

と

言

へ
る

の

で

は

な

か

ら

う

か

。

そ

し

て

こ

の
事

は

業

者

、

漕

費

者

共

々

に

ヂ

モ

ク

ラ

テ

イ

ッ

ク

な

精

神

に
徹

し

て

こ

そ

成

立

の
可

能

性

の

あ

る

事

を

再

思

し

て

、

わ

れ

等

は

わ

が
國

に
も

か

」
る
風

潮

の

一
日

も

早

く

到

來

せ

ん

事

を

希

求

し

て

娘

ま

な

い

。

(
註
)

本
稿

に
詣
述

し
六
諸
例

は
左
詑
丈
献

工
り
引
用

し
れ
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あ
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旨
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一
〇
h
寓
碧
ぎ
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四
く
o
ピ
×
<

2
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H
●
冒
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H
O
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U
o
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竃
・
口
o
び
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寓
賃
犀
暮
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男
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o
賃
践

即
g
諏
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o
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噂
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∴
Z
.
く
・
H
O
駅
O

●

b

・




